
「第 50 回 総理大臣杯 全日本大学サッカートーナメント」報告 

岡山県 佐野生昂 

 

■主催 

 公益財団法人日本サッカー協会、一般財団法人全日本大学サッカー連盟 

 

■日程 

 2026 年 9 月 2 日~9 月 12 日（派遣期間：9 月 2 日~9 月 6 日） 

 

■会場 

宮城県会場：キューアンドエースタジアムみやぎ 他 

岩手県会場：いわぎんスタジアム 他 

 

■参加審判員 

 東北 生駒創 

 関東 糸井太陽、田中陽哉、林原晴、加藤聖二、榎本隆之助、黒澤航介、松下陸大 

 東海 藤井翼、山田晴翔、小澤拓夢、渡邊彪斗 

関西 行澤諒、北條結羽、辻大楽 

 中国 近藤琢哉、小澤陸央、佐野生昂、 

九州 兼俵大海   計 16 名 

 

■参加インストラクター 

 辛島宗烈 氏、赤坂修 氏、柳岡拓磨 氏、青山健太 氏、大柿拓馬 氏 

 

■割当 

 ・9 月２日 14：00 １回戦 広島経済大学 ０-２ 関西学院大学 

  担当：主審 INS：大柿 氏 

・9 月 4 日 14：00 ２回戦 立正大学 ６-０ 八戸学院大学 

  担当：主審 INS：柳岡 氏 

 ・９月６日 10：00 ３回戦 日本体育大学 ０-１ 流通経済大学 

  担当：副審１ INS：大柿 氏 

  

 

 

 



■振り返り 

 ・９月 1 日 

 〈前日研修〉 

  プラティカルトレーニング「スローイン、ゴールキックの５秒カウント」 

  ・時間帯、得点差を考慮し、選手の意図を感じる 

  ・カウントの前にすることは？ 

 

 ・９月２日 

 〈主審〉 

  ・PA 内での接触ノーファウル〇、シグナル〇、ポジション〇 

  ・判定基準を一貫させる（空中戦、地上戦の基準の違い） 

  ・声が上がりそうな判定後、声が上がる前に対応する 

  

 ・9 月 4 日 

 〈主審〉 

  ・全体的な動きとポジショニング〇 

  ・選手の行為の悪さを感じて対応する 

  ・シュートの瞬間にボールではなく、何が起きそうなのかを予測して監視する 

 

 ・9 月 2 日 

 〈副審〉 

  ・正確なラインキープの徹底 

  ・オフサイドの判定〇 

 

 

■最後に 

  この度は第 50回総理大臣杯全日本大学サッカートーナメントに中国地域の代表として

参加させていただき、ご支援いただきました中国サッカー協会、中国大学サッカー連盟を

はじめとする関係者の皆様に感謝申し上げます。 

  今大会は大学日本トップレベルの試合を経験することができました。今まで何度かこ

のような大会に参加させていただき、通用することが増えてきましたが、まだまだな部分

が多く課題もたくさん見つけることができました。このレベルでチャレンジできる機会

を与えていただいていることに感謝し、レベルアップして帰ってこられるよう、日々精進

してまいります。大会を運営してくださっている方がいて、自分たちが活動できているこ

とに感謝し、人として成長したいと感じました。 

  ご尽力いただいた関係者の皆様に感謝申し上げます。ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 


